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平成21年所沢市議会第1回定例会特集号

所沢市議会の平成２１年第１回定例会は、２月２３日から３月１９日まで

開催され、新年度予算を中心に審議が行われましたが、全ての市長提出

議案が全会一致または賛成多数により、承認・可決されました。 また、

委員会提出議案として、県内の自治体では２例目となる「所沢市議会基本

条例」が全会一致で可決されています。 なお、追加議案として定額給付

金および子育て応援特別手当に関する補正予算が計上されました。定額

給付金については、５月中旬から給付申請受付が開始される予定です。
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【 ２１年度の主な新規事業の概要】

●総額・・・新年度一般会計予算総額は831億円（前年度

比1.8％増）であり、特別・水道・病院の各会計を加えた

総額は、1500億3965万1千円（同0.1％減）となった。

●歳入・・・市税が529億5451万1千円（前年度比1.4％減）

となり、全体の63.7％を占めている。 減額となったのは、

主に法人市民税を18.8％減と見込んだことによる。

●歳出・・・社会保障等の福祉関係費を含む民生費が

296億5903万7千円（前年度比0.5％増）となり、全体の

35.7％を占めている。 土木費・教育費も前年度より増。

★三ヶ島地区関連の主な事業としては、三ヶ島２丁目内

（早大隣接地）の緑地用地購入費、三ヶ島中・三ヶ島小・

林小・狭山ヶ丘中、宮前小等の耐震補強事業、三ヶ島

４丁目および西狭山ヶ丘２丁目における下水道整備事業

に関連する予算などが盛り込まれた。

● 第5次総合計画および（仮称）まちづくり基本条例

策定事業（事業費982万4千円）

● 施設命名権導入事業（181万5千円）・・・対象となるの

は、市民体育館・市民文化センター（ミューズ）の２施設。

● 高齢者福祉バス運行事業（915万円）・・・市所有バス

の運行休止を受け、民間業者への委託により実施。

● 廃プラスチック類混合焼却実証試験事業（2595万円）

● 緊急雇用創出事業（1320万3千円）・・・任用期間

６ヵ月以内の臨時職員20人を任用。

● 農業基盤整備推進事業（809万4千円）・・・中富地区

の農業基盤整備（農道）に伴う測量等を行うもの。

● 所沢商工会議所商工会館施設取得補助事業 （2億

6746万3千円）・・・元町北地区再開発事業完了に伴う。

● 景観条例、景観計画策定事業 （1000万円）

● 母子保健事業 （9608万7千円）・・・妊婦健康診査を

5回から14回にさらに拡大する。

【平成２１年度所沢市予算の概要等について】

次回定例会は、６月９日（火）からの予定です。
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１月２１日、三ヶ島第５区自治会、三ヶ島第６区自治会連合会ならびに

林を考える会のみなさんが「上藤沢・林・宮寺間新設道路」の整備推進

に関する要望書を当摩市長に提出されることになり、同席させていた

だきました。 この道路は、交通の円滑化と利便性、林・糀谷地区等の

生活環境の向上を図るため、入間市との共同事業として進められて

いる全長約２６００メートルに及ぶもので、当面のところ第一工区である

国道４６３号バイパスから浅間山通りまでの約７６０メートルの開通を目指し、測量検討などが行われています。

要望書の甲斐あって、当該道路整備事業として、６００万円の測量委託料が新年度予算に計上されました。

上藤沢・林・宮寺間新設道路の整備推進について要望！ ～道路～

樽井戸川（糀谷地内）の護岸工事、平成２１年度も継続へ ～河川～

小中学校の図書購入費、前年度よりアップ ～教育～

新型インフルエンザ対策、一歩前進へ ～危機管理～

糀谷地内の樽井戸川において、護岸工事が行われていましたが、

本年3月までに中根橋西側の工事が予定通り完了いたしました。

おかげさまで、引き続き平成21年度も河川改修工事費用として、

約2100万円の予算が計上されました。 ご協力いただいた地元の方々に

心より感謝申し上げます。

昨年６月定例会において、小中学校における図書購入費予算に関し、基準財政需要額に対する予算措置率が

100％を下回っていることを指摘し、本来学校図書館を充実させるための予算はすべてその

目的どおりに活用すべきであると市の見解を質しました。平成21年度予算における図書購入

費は、小学校で前年度比約75万円増、中学校でも約40万円増となり、予算措置率もそれぞれ

93.46％（前年度89.95％）、66.82％（同64.61％）にアップし、一定の成果が得られました。

昨年１２月定例会の一般質問において、「市独自の行動計画や業務対応マニュアルの作成

も視野に入れ、より本格的かつ具体的な新型インフルエンザ対策について検討する必要が

あるのでは？」と市の見解を質したところ、市長の施政方針演説の中で「本市の行動計画や

庁内対応マニュアルづくりに向け、その準備を進めていく」ことが明らかとなりました。

２
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＜荻野泰男＞ 充実すべき人材育成施策の一つとして、他の自治体、国、特に

民間企業との双方向の人事交流を積極的に推進していただきたいと考えるが、

市の見解は？ ＜小野総合政策部長＞ 現在、埼玉県と東京都豊島区との間で

定期的に人事交流、職員派遣を実施している。有能な職員を送り出すことには

それなりのリスクを伴う反面、職員のスキルアップはもとより、本市の組織、職員が

相手方の職員から良い刺激を受け、相互のネットワークが構築できるといった大きな効果が期待できると考えている。

民間企業との人事交流については、昨今の社会経済情勢において、相手方を探すことは、なかなか難しいものと

推測しているが、今後研究していきたい。 ＜当摩市長＞ 他自治体や民間との交流は職員のスキルアップ・気づき

のためにも必要性があると思うので、今後は意識的に取り組んでいきたい。

＜荻野泰男＞ 県道狭山ヶ丘停車場線と国道４６３号バイパスが交わる「西狭山ヶ丘１丁目」交差点は、県道側に

右折信号がないことなどから、三ヶ島中学校方面から進行してくる車両によって、交通渋滞が慢性化している。

沿道の開発により、今後一層激しくなることが予想されるため、埼玉県に対し、右折帯、右折信号の設置等、渋滞

解消対策について市から要望していただけないか？

＜大舘市民経済部長＞ 463号バイパスにおける車両交通量の増加

により、当該交差点に交通渋滞が発生していることは市としても認識

している。渋滞を解消し、車両の円滑な通行を確保するためには、

右折帯や右折車を誘導する矢印信号の設置等が有効であることから、

県に交差点改良の要望を行うとともに、市としても所沢警察署等の

関係機関と引き続き連携を図りながら、周辺道路の安全対策に一層努めていきたい。

今回はその他、「ところざわ ほっとめーる」（メールマガジン）のコンテンツ充実、グーグル社提供の「ストリートビュー」、

自治会・町内会への情報提供等について、市の見解を質しました。 なお、所沢市議会の模様は、インターネットに

よるライブ中継および録画中継にてご覧になることができます。 市ホームページからアクセスしてください。

荻野泰男の一般質問・抜粋 （3月16日）

民間企業等との人事交流の推進を！

県道狭山ヶ丘停車場線 西狭山ヶ丘１丁目交差点の渋滞対策を！

所沢市議会の模様はインターネット中継にてご覧になれます

３
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●１９７０（昭和４５）年２月３日、所沢市生まれ。 ３９歳。

●早稲田大学政治経済学部経済学科卒業。

●社会保険労務士法人役員。 ファイナンシャル・プランナー（ＣＦＰ認定者）。

●ＮＰＯ法人「田中秀征の民権塾」塾生。

●２００７年４月、所沢市議会議員選挙にて初当選。 ●所属会派・・・市民クラブ。

●総務常任委員会委員 ●元議会基本条例制定に関する特別委員会副委員長
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所沢市議会基本条例が全会一致で制定されました！

２月２６日の本会議において、「所沢市議会基本条例」および「所沢市議会の議決すべき事件を定める条例」が全会

一致で、可決されました。 議会基本条例は、平成１８年５月に北海道栗山町で初めて制定されて以来、全国的に

静かなブームとなっている感がありますが、県内の自治体としては、ときがわ町に次いで２例目となります。 昨年６月

定例会で議会基本条例制定に関する特別委員会が設置され、私もメンバーの一人として制定に向け、微力ながら

取り組んでまいりました。 制定に至る過程で、パブリック・コメント、

公述人を募集しての公聴会、そしてミニ・シンポジウムといった

今までにあまり例のない取り組みが行われ、とても貴重な経験を

させていただきました。 なお、条例の条文中に盛り込まれた

本会議における一問一答方式の導入、議会報告会の実施等に

ついては、今後議会運営委員会において具体的な運用が決定

される予定になっています。▲ ミニ・シンポジウムにて（２月７日）

ところバスがこの秋、変わります！

交通不便地域の解消等を図ることを目的に市内を運行している「ところバス」

の事業の見直しが行われ、今秋から小型バス４台を新規導入することにより、

44便から64便へ増便される予定です。 また、三ヶ島公民館と航空公園駅を

結ぶ西路線のコースが変更となり、新たに三ヶ島循環コース（８便）が新設され、

堀之内地区にも初めて乗り入れることになりました。 また、特別乗車証制度

も改定され、従来の「満７０歳以上無料」から「満６５歳以上１００円」に要件が

変更されます（身体障害者手帳等をお持ちの方は、従来通り無料です）。

なお、新年度予算において西武バスに対する運行事業補償料（委託料）と

して１億６３００万円が計上されました。詳細は交通安全課（2998-9140）まで

４


